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1.本業務の目的・基本方針等

① ワーキンググループの活動テーマの提示

② 参加企業の募集

③ ワーキンググループ活動

④ 成果報告セミナーの開催 
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１-①.本事業の目的

本事業の目的は、仕様書に記載されている目的から一歩踏み込んで、【革新事例の創出を通じて、各

企業にメリットを出す＝経営向上を実現していただく】ことを目的とする。

3

「デジタル化を進めているものの DX に向けた取組に着手できていない県内企業の DX を促

進するために、企業等が参加するワーキンググループによる検証や実証活動を計画・支援し、

先進的なデジタル技術を活用した事業・業務プロセスの革新事例の創出を目指す。」

仕様書記載の目的

弊社では、もう一歩踏み込んで、【革新事例の創出を通じて、各企業にメリットを出す＝経

営向上を実現していただく】ことを目的として、事業を実施する。
本事業の目的



１-②.基本方針・コンセプト

目的を達成するためのコンセプトとして、【企業の経営向上を実現するために必要な要素を、多角的な視

点からそろえた支援の実施】を設定した。

4

弊社では、もう一歩踏み込んで、【革新事例の創出を通じて、各企業にメリットを出す＝経

営向上を実現していただく】ことを目的として、事業を実施する。
本事業の目的

企業の経営向上を実現するために必要な要素を、多角的な視点からそろえた支援の実施コンセプト



１-②.基本方針・コンセプト

目的を達成するためのコンセプトとして、【企業の経営向上を実現するために必要な要素を、多角的な視

点からそろえた支援の実施】を設定した。

5

企業の経営向上を実現するために必要な要素を、多角的な視点からそろえた支援の実施コンセプト

企業の経営向上を実現するためのDXの取組を実現するためには、少なくとも「事業面」と「技術面」の双方の支援

を過不足なく実施する必要がある。また、事業面でも少なくとも、「新規事業創出支援」「事業性評価」また先進的

なデジタル技術の活用のために必須な要素である「知的財産に関する支援」が求められる。

そのため、弊社では目的を達成するための支援を実施するために、次の通り様々な専門家をチームに含んだ支援を

実施する。

専門家種別 役割

事業面 新規事業創出 新たな取組を生み出すためのリード

事業性評価 取組自体が経営向上につながる可能性の有無・多寡の評価

知的財産 取組が知的財産保護が必要であるかどうか、必要な場合の対策について助言

技術面 先端技術 先端技術の本質を理解したうえで支援企業に伴走して、革新事例の創出に向けて
技術面からサポート



1-③.実施体制

「企業等が参加するワーキンググループによる検証や実証活動を計画・支援し、先進的なデジタル技術を

活用した事業・業務プロセスの革新事例の創出」を目指す事業であるが、革新事例の創出を通じて、各

企業に経営向上を実現していただくよう支援を実施する。

そのためには、前述の通り、新規事業開発、デジタル技術の専門家以外にも様々な角度からの支援が

必要となるため、次のように必要な種類の知見を持つ専門家をアサインする。

6

愛知県
次世代産業室

責任者

ワークショップ
新規事業創出主担当

IBM CEチーム

愛知県
次世代産業室

担当者

貴県 弊社

先端技術支援担当

ISE

事業性評価支援
知的財産支援担当

きらぼしコンサルティング

業務責任者
全体担当

IBMコンサルティング



1-③.実施体制

アサインする専門家の役割分担は次の通り。４種の専門家をアサインする。

7

支援体制

ワークショップ
新規事業創出主担当

IBM CEチーム

先端技術支援担当

ISE

事業性評価支援
知的財産支援担当

きらぼし
コンサルティング

業務責任者
全体担当

IBMコンサルティング

小川（責任者）

佐藤（主担当）

専門家種別 役割

事業面 新規事業創出 新たな取組を生み出すためのリード

事業性評価 取組自体が経営向上につながる可能性の有無・多寡の評価

知的財産 取組が知的財産保護が必要であるかどうか、必要な場合の対策について助言

技術面 先端技術
先端技術の本質を理解したうえで支援企業に伴走して、革新事例の創出に向
けて技術面からサポート



2.実施結果

① ワーキンググループの活動テーマの提示

② 参加企業の募集とワーキンググループ活動

③ 成果報告セミナーの開催
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2-①.ワーキンググループの活動テーマの提示

仕様書の記載事項に基づき、以下の通り、技術分野を選定した

9

⚫ テーマの提示については、今後のＤＸ促進につながる可能性の高いテーマを提示することが望まし
い。

⚫ 設定する活動テーマに、以下の内容が含まれること（各テーマにいずれか１つ以上）が望ましい。

‐AI 技術

‐データ利活用

仕様書
記載内容

■AI 技術：機械学習、画像認識、言語処理、音声認識、データ分析・予測、作業制御・自動化、
等が含まれるが、これらの中から支援企業に合わせて適切な技術を選定する。

弊社選定
技術分野

■データ利活用：データ利活用全体を対象とするが、出口は前述のAIやBI、分析など各企業の状
況に応じ、様々な出口を対象とする。

DX促進につながる可能性の高い分野を選定



2-①.ワーキンググループの活動テーマの提示

テーマについては、どちらか片方のみではなく、両方を用いることも可能、という整理で活動テーマを設定し
た。

10

便宜上、前述の２つをテーマとするが、この２つはDXを行う上で、必ず背反する技術ではなく、双方が連動するような

DXも想定されるため、この２つのどちらかもしくは両方を用いればよい、という設定

【データ活用イメージ】



2-①.ワーキンググループの活動テーマの提示

前頁までのテーマを踏まえ、ワーキンググループ１、２のテーマを次の通り設定した。

11

成果を最大限に出すために、より具体的なユースケースを想起させることが必要であるため、技術テーマだ
けではなく以下の通りターゲット及び目的を設定した。

AI・データ利活用 × 新規事業創出

(例)・何か新規事業を作りたいけど、アイディアが出ない・・・

・自社の事業にデジタルを組み合わせると何かできそうだけど・・・

WG２

AI・データ利活用 × 業務プロセス（製造業向け）

(例)・生産工程を改善して、生産性を上げたい

・生産工程の見直しをしたいが、どのようなツールがあるのかわからない

WG１



2-②.参加企業の募集

参加企業の募集については、以下の流れで実施した。

12

日にち 実施事項 備考

2024年7月17日 愛知県HPにて公募開始

2024年８月7日

事業説明会実施
現地：JPタワー名古屋 3階 カンファレンス
ルームA1
（名古屋市中村区名駅1丁目1）
オンライン： Microsoft Teams

【次第】
⚫本事業に関する説明
⚫セミナー「データ活用、先端AIとは何

か？」
データ活用やAIの基礎的な内容を解説、
実際のデモを実施し、理解を深める
⚫事業に関する個別相談会

2024年８月28日 公募〆切

※公募期間中随時
愛知県、弊社により行政や支援機関に周知を実
施



2-②.参加企業の募集

公募時に使用したチラシは以下の通り。

13



2-②.参加企業の募集

公募時に使用した愛知県のHPは以下の通り（一部抜粋）。

14



2-②.参加企業の募集

説明会の申し込み状況は以下の通り。うち５名が個別相談に参加。

15

参加方法 人数 個別相談

オンライン 15名 ３名

現地 ８名 2名

合計 23名 ５名
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2-③. ワーキンググループ活動 

説明会などを経て、以下の企業より申し込みを受けた。WG１：5社、WG2：7社で本事業のWGを開

始した。

WG1 WG2

１ 豊田合成株式会社 株式会社 コーエー・テック

２ 株式会社高瀬金型 株式会社JOYCLE

３ 株式会社旭工業所 老津木工有限会社

４ 旭金属株式会社 （一財）中部電気保安協会

５ 三和興産株式会社 株式会社 幸建

６ 株式会社 鈴木化学工業所

７ 三信建材工業株式会社



IBM Consulting / © 2024 IBM Corporation 17

2-③. ワーキンググループ活動 

なお、株式会社幸建については、第１回ワーキンググループ終了後に辞退。株式会社JOYCLEについて

は、第２回ワーキンググループまでの参加となった。なお、他の参加者はすべてのワーキンググループに参加

したため、以降の表記は割愛する。

WG1 WG2

１ 豊田合成株式会社 株式会社 コーエー・テック

２ 株式会社高瀬金型 株式会社JOYCLE

３ 株式会社旭工業所 老津木工有限会社

４ 旭金属株式会社 （一財）中部電気保安協会

５ 三和興産株式会社 株式会社 幸建

６ 株式会社 鈴木化学工業所

７ 三信建材工業株式会社
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2-③. ワーキンググループ活動 

次ページよりWG１の各回のWGについて実施事項などを記載する。参加企業は以下のとおり。

18

WG1 WG2

１ 豊田合成株式会社 株式会社 コーエー・テック

２ 株式会社高瀬金型 株式会社JOYCLE

３ 株式会社旭工業所 老津木工有限会社

４ 旭金属株式会社 （一財）中部電気保安協会

５ 三和興産株式会社 株式会社 幸建

６ 株式会社 鈴木化学工業所

７ 三信建材工業株式会社
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2-③. ワーキンググループ活動 

第１回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

19
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

20

時刻 実施事項

10：00-10：05 愛知県挨拶

10：05-10：15 参加者自己紹介

10：20-10：35 本WGの進め方説明

10：35-11：35 参加企業様より発表（3分/１社）＋質疑応答
発表事項：自社の概要＋改善したい業務のプロセス概要や成し遂げたいこと（何が課題か、
どう改善したいか、どのようなメリットを出すかなど）の発表＋質疑応答

11：35-11：40 休憩

11：40-12：10 AI、データ活用に関する紹介・デモ

12：10-12：55 GW：今後の取組の方向性の核を決める
（イメージ）
どの課題に対して、どのような技術を用いて、どのように解決をして、どのような効果を生むか、を参
加者及び専門家でGW形式で検討

12：55-13：00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第２回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

21
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

22

時刻 実施事項

10：00-10：05 本WGの進め方説明

10：05-12：05 GW：方向性の具体化
現状の案を技術、メリット、コスト等の面から精査。→より詳細・具体的にしていくイメージ。

12：05-12：20 休憩

12：20-12：50 発表・質疑応答
グループを一部シャッフルして実施

12：50-12：55 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第３回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

23
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

24

時刻 実施事項

10：00-10：05 本WGの進め方説明

10：05-11：45 各企業発表＋質疑応答・コメント
1社 20分：発表10分＋質疑応答10分 ×5社

11：45-11：55 休憩

11：55-12：55 Gに分かれ個別相談
1社 20分or30分程度で、発表時に出たコメントなどについて検討

12：55-13：00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第４回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

25

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

26

時刻 実施事項

10：00-10：05 本WGの進め方説明

10：05-12：05 GW：方向性の具体化
現状の案を技術、メリット、コスト等の面から精査。→より詳細・具体的にしていくイメージ。

12：05-12：15 休憩

12：15-12：50 発表・質疑応答
グループを一部シャッフルして実施

12：50-12：55 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第５回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

27

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

28

時刻 実施事項

10：00-10：05 本WGの進め方説明

10：05-12：05 各企業発表＋質疑応答・コメント
1社 24分：発表12分＋質疑応答12分×5社

12：05-12：15 休憩

12：15-12：55 Gに分かれ個別相談

12：55-13：00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

次ページよりWG２の各回のWGについて実施事項などを記載する。参加企業は以下のとおり。株式会
社 幸建は初回のみ、株式会社JOYCLEは2回目までの参加であった。

29

WG1 WG2

１ 豊田合成株式会社 株式会社 コーエー・テック

２ 株式会社高瀬金型 株式会社JOYCLE

３ 株式会社旭工業所 老津木工有限会社

４ 旭金属株式会社 （一財）中部電気保安協会

５ 三和興産株式会社 株式会社 幸建

６ 株式会社 鈴木化学工業所

７ 三信建材工業株式会社
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2-③. ワーキンググループ活動 

第１回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

30
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

31

時刻 実施事項

14：00-14：05 愛知県挨拶

14：05-14：20 参加者自己紹介

14：20-14：30 本WGの進め方説明

14：30-15：15 参加企業様より発表（５分）＋質疑応答
発表事項：自社の概要＋強味（＋決まっていれば本事業で実施したいこと）の発表＋質
疑応答

15：15-15：35 AI、データ活用に関する紹介・デモ

15：35-15：40 休憩

15：40-16：40 GW：今後の取組の方向性の核を決める
（イメージ）
自社の強味×先端技術 による新規事業案を参加者及び専門家でGW形式で検討。この
回で10以上の新規事業案を出すことを目標とする

16：40-16:50 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第２回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

32
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

33

時刻 実施事項

14：00-14：05 本WGの進め方説明

14：05-16：05 GW：方向性の具体化
現状の案を技術面、メリット等の面から精査。→より細かく詳細にしていくイメージ。技術的に
難しいもの、メリットが少なさそうな案は除外していく。

16：05-16：15 休憩

15：15-16：50 発表・質疑応答
グループを一部シャッフルして実施

16：50-17:00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第３回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

34
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

35

時刻 実施事項

14：00-14：05 本WGの進め方説明

14：05-16：05 各企業発表＋質疑応答・コメント
1社 20分：発表10分＋質疑応答10分 ×5社

15：50-16：55 Gに分かれ個別相談
1社 17分程度で、発表時に出たコメントなどについて検討

16：55-17：00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第４回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

36
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

37

時刻 実施事項

14：00-14：05 本WGの進め方説明

14：05-16：05 GW：方向性の具体化
現状の案を技術面、メリット等の面から精査。→より細かく詳細にしていくイメージ。技術的に
難しいもの、メリットが少なさそうな案は除外していく。

16：05-16：15 休憩

15：15-16：50 発表・質疑応答
グループを一部シャッフルして実施

16：50-17：00 本日の振り返り
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2-③. ワーキンググループ活動 

第５回ワーキンググループの実施範囲は以下の通り。

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

• 業務革新の

仮案を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

仮案の方向性

を確定させる

第２回 第３回 第４回 第５回

• 技術の

詳細紹介

• 改善したい業

務のプロセスと

技術をマッチン

グ⇒今後の方

向性を決める

第１回WG

今後の
方向性検討

方向性の
具体化

新規事業・
取り組みに関する

仮案発表

仮案の
ブラッシュアップ

最終報告会
に向けた
最終準備

報告会

個別
支援

（必要に
応じて）

WG
での
支援

事業計画の
発表

• 業務革新の

方向性を発表

• 支援者を含め

た意見交換で

方向性を具体

化

• 最終報告の

リハーサルを

実施

• 支援者、参加

者より最終

ブラッシュアップ

現場見学会の実施・個別相談の実施

方向性が確定し、必要があれば、PoCの実施

• 作成した

事業計画を

発表

38
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2-③. ワーキンググループ活動 

当日の次第は以下の通り。

39

時刻 実施事項

14：00-14：05 本WGの進め方説明

14：05-16：05 各企業発表＋質疑応答・コメント
1社 24分：発表12分＋質疑応答12分×5社

16：05-16：15 休憩

16：20-16：55 Gに分かれ個別相談

16：55-17：00 本日の振り返り
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2-3.成果報告セミナーの開催

本事業の成果を発表し、愛知県内企業に横展開することを目的に、以下の通り、成果報告会を実施し

た。なお、デジタル人材育成研修事業と同時開催とした。

40

チラシ



© 2024 IBM Corporation

2-3.成果報告セミナーの開催

申し込み状況は以下の通り。

41

申込人数

方法 人数

現地参加 28

オンライン参加 53

合計 81名

参加人数

方法 人数

現地参加 23

オンライン参加 46

合計 69名
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2-3.成果報告セミナーの開催

当日の次第は以下の通り。

42
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3.総括
① 今年度の成果

43
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3-１.今年度の成果

今年度の成果は以下の通り。概ね想定通りの成果を出した。

44

⚫ 今年度は12社申込があり、うち10社が最終回まで参加。

⚫ 全社がデジタルを活用した事業計画書を作成。作成した事業計画は次ページに掲載

⚫ その事業計画書は、専門家の視点から、実現性、収益性がある程度確認されたものであるため、参加各社の今後の

デジタル活用が見込まれている

⚫ そのため、事業全体としては、想定した成果を出すことができた。
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3-１.今年度の成果

WG1に参加した企業が作成した事業計画一覧は以下の通り。

45

社名 取組名

旭金属株式会社 データ活用による利益率向上と生産性向上

株式会社旭工業所 生産工程のDX化による工数削減プロジェクト

三和興産株式会社 システム導入による品質の向上・人材育成課題の解決

株式会社高瀬金型 生産計画自動化プロジェクト

豊田合成株式会社 システム導入による顧客満足度・信頼性・生産性向上
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3-１.今年度の成果

WG２に参加した企業が作成した事業計画一覧は以下の通り。

46

社名 取組名

老津木工有限会社 DXを活用したオーダー椅子の製作

株式会社コーエー・テック 目視検査に代わる、デジタル検査装置の開発

三信建材工業株式会社 AIを活用した営業・施工管理DX

株式会社鈴木化学工業所 AIを用いた製品現物解析の効率化

（一財）中部電気保安協会 消費電力の可視化によるエネルギー効率の最適化提案
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